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発展の背景・経緯   
  アーケード建設などで資金を拠出するためにつくられたSD(特別目的地区）がBID
の前身。 

  1980年代、カナダ・トロントでBIDが初めて導入。以来、アメリカ各都市に導入
され、特にダウンタウン再生の手段として注目される。その後、イギリス、ドイツ
など、国際的にも広がりを見せる。 

  2013年現在、ニューヨークに64か所。米国に約600箇所、カナダに348か所の
BIDが活動している(2003年現在）。 

  BIDとは 
 主に都市中心部の商業地・ビジネス街に設置。工業地区や住宅地にも類似した仕組
みが存在する(Community Improvement District, Housing Owners 
Association)。 
 税・負担金の拠出者の一定の合意を基礎に設立申請がされる。それが認められたと
きに正式導入となる。 
 強制的に拠出される負担金を主財源として、地区活性化のための様々な事業を行う。 
 法的には準政府となるが、各地区の運営は、ＮＰＯなどの民間団体である（米国）。 
 常勤のマネジャーを雇用し、事業遂行する。 
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•  BIDの治安維持活動　 
o  微犯罪の低下が大きな課題。 
o  行政では解決できにくい部分。 
o  かといって、民間だけでは力不足。 

 
•  BIDでの取組み 

o  BID内に交番を誘致。BIDの警備員と警官が連
携しやすい環境づくり 

o  私的警備員から警察まで、情報を瞬時に共有
し、役割分担する防犯パートナーシップのシ
ステム構築（フィラデルフィア、グランドセ
ントラルBID等） 

o  市政府、市裁判所と連携して、軽微な犯罪者
のみを扱うコミュニティ裁判所を設置。刑罰
は、地区内でのボランティア活動（タイムズ
スクエア） 



1990年代以降、公共空間の地域管理が進化しつ
つある。 

①Bryant Park:1988年から15年契約でBryant 
Park Corporation（BID）が管理。 

②Pershing Square: Grand Central BIDが市から　
リース。その後、レストランにサブリースし
ている。 

③DUMBO　古い橋桁を改修し、パブリックス
ペースとして利用（写真はBIDの資金調達
パーティ） 
  ↓ 

公共空間の質は資産価値に直結 
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